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府立交野支援学校　四條畷校
准校長　　武田　幸造
令和２年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	「つながり」「いきいき」「豊かな学び」を標語として、生徒一人ひとりが仲間や社会とつながり、元気に体を育み、主体的な選択をとおして未来を描く教育の実現をめざす。そのために、以下の点を重点目標として学校経営に取り組む。
１．つながり：仲間や地域社会とのつながりの中で、「コミュニケーション力」や「自ら考えて行動する力」を伸ばし、積極的に社会に参画する意欲を育む。 
２．いきいき：生徒が、お互いを大切にする人権感覚を育みながら、安全で安心して学べる学校（防犯・防災、安全衛生管理）整備を進める。
３．豊かな学び：生徒一人ひとりに応じた支援の充実を図り、豊かな学びや「変化に対応できる力」を伸ばす教員の専門性と指導力の向上に取り組む。
４．保護者・地域・関係諸機関と連携し、開かれた学校づくりとセンター的機能を発揮する。
５．学校課題を明確にし、教職員が一体となって改善に取り組む、効果的で機能的な組織づくりを推進する。



２　中期的目標
	１．仲間や地域社会とつながりの中で、「コミュニケーション力」や「自ら考えて行動する力」を伸ばし、積極的に社会に参画する意欲を育む。
（１）キャリアマトリクスを活用し、中学部・高等部で一貫したキャリア発達を促す学習や、進路に関する教育の充実を図る。
ア 高等部卒業後の進路に向けて生徒の希望を実現させるために、体験実習と巡回指導の充実を図る。
　　イ 中学部、高等部の生徒への社会参加へ向けてのキャリア教育を継続する。
ウ 高等部では、卒業生の講演やビデオを活用しての進路学習を実施する。さらに、政治的教養を育む教育を継続して実施する。
（２）学校行事の中で役割を分担し、生徒会活動などで生徒間の協力体験を引き出し、生徒が主体となって取り組む活動を充実させる。
（３）交流活動や共同学習、体験学習、放課後活動や余暇活動を推進し、社会参加のための教育の充実を図る。
　　
２．生徒が、お互いを大切にする人権感覚を育みながら、安全で安心して学べる学校（防犯・防災、安全衛生管理）の体制整備を進める。
（１）生徒一人ひとりがさまざまな活動の中で自分の健康や身体に関心を持ち、健康を保持増進できるように支援する。
（２）生徒一人ひとりの人権を大切にし、人権研修等を通じて教職員の人権意識を高めるとともに、校内の人権意識の高揚を図る。
（３）個人情報を適切に運用する。
（４）大規模災害時における対応マニュアルの見直しを継続して行い、PTAと協働して防災体制の確立をめざす。
　　
３．生徒一人ひとりに応じた支援の充実を図り、豊かな学びや「変化に対応できる力」を伸ばす教員の専門性と指導力の向上に取り組む。
（１）学習指導要領に示されている三つの力「コミュニケーション力」「自ら考えて行動する力」「変化に対応できる力」について理解を深め、三つの力についての課題と目標を設定した取組みを進める。
（２）「主体的、対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業に取り組み、知的障がい教育における専門性の向上を図る。
　　ア 全教員が「主体的、対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業に取り組み、授業力や指導力の向上をめざす。
イ 初任者へのサポート体制の充実と、経験年数の少ない教員の授業力向上を継続して行う。
ウ 校内研修や授業実践の公開、外部人材の活用などを通して、教員の専門性の向上を図る。
（２）個々の障がい特性に応じた支援の充実を図るため、ICT教育環境を充実させ、活用する。
（３）生徒の想像力を豊かにし、表現力を高める図書環境の整備を継続する。

４．保護者・地域・関係諸機関と連携し、開かれた学校づくりとセンター的機能を発揮する。
（１）コーディネーターを中心とする、チームによる校内支援及び地域支援（センター的機能）を充実させる。
（２）ホームページ等によるタイムリーで有効な学校情報の発信を行う。

５．効果的で機能的な学校組織づくり
（１）学校組織の見える化を図り、教職員が一体となった効果的で機能的な組織づくりを推進する。
（２）通学区域割変更の年次進行の中で、引き続き教職員が一丸となって課題を共有・改善することに取り組む。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和２年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	　本年度の特色と分析
【保護者アンケートから】（回収率72% ［R１:66%］）
○家庭との連携、保護者へのお知らせ（個支計・個指計や連絡帳、懇談、緊急対応等）や学校行事に関する項目は肯定的評価９割以上。
●ICTや視覚支援の授業での活用は肯定的評価６割。わからない、未記入が３割。保護者が取組みを実感できるほどには充実が図れていない。
●生徒一人ひとりに応じた指導・進路支援、教職員の人権尊重の姿勢に関しては肯定的評価が８割（「よくあてはまる」が５割以下の項目も）。ICT活用も含めてより高い専門性が求められている結果と考える。
●HPによる情報発信は肯定的評価５割。３割は閲覧していないとみられる。
生徒、保護者にとって、定期的に閲覧するほどのHPになっていない。
【教職員アンケートから】（回収率96％　［R１:86%］）
○家庭との連携の肯定的評価９割以上は、保護者アンケートの結果とも一致。
●支援教育の専門性向上、人権を尊重した教育活動、進路支援は９割以上、ICT活用も８割弱だが、保護者評価とのひらきが10ポイント以上ある。保護者が実感できるほどに授業や生徒指導の実践に表れていないと考える。また、他教員の授業見学の機会や授業作り・問題意識の話合いの雰囲気に関しての肯定的評価が７割弱、人事配置、学校運営への積極参画、初任者へのサポート、施設設備に関する項目に対する否定的評価が３割である。教職員同士の高めあいの時間が必要であるが、仕事の偏り、新型コロナ対応による多忙感、疲労感・ストレスも多く、管理職としての心配り、サポートが十分でなかったと考える。
	○ 第１回学校運営協議会（令和２年８月４日開催：５人の委員が出席）
【委員から】
・学校のコロナ対応等、外部から取組みが見えにくかった。事業所等からも学校での取組みを知りたいとの声あり。外部への積極的な発信の工夫が必要。
・今年度の「学校経営計画及び学校評価」の評価の部分にコロナ対応の取組みを入れてはどうか。
・学校教育自己診断は生徒にとって書きやすいものにしていくように。回収率向上にも努めてほしい。
・生徒につけたい力「コミュニケーション能力」「自ら考えて行動する力」に対する取組み、評価指標が進路のことに偏っている印象を受ける。どのような学習活動からどう生徒が変容したのかが大事。
○ 第２回学校運営協議会（令和２年12月15日開催：４人の委員が出席）
【委員から】
・HPの内容について、項目によって年度ごとの更新がなされていないものもある。生徒や保護者が頻繁に閲覧したくなる内容（例えば、生徒向けにクイズなど）を検討してもらいたい。
・生徒に対する性に関する指導については、家庭との連携を考え、保護者向けの研修も必要ではないか。
・保護者に書いてもらった授業アンケートが、どう生かされているのかのフィードバックが必要であり、学校全体に関わることなのでオープンにしてく必要がある。
○　第３回学校運営協議会（令和３年２月15日開催：４人の委員が出席）
【委員から】
・教員アンケート提出率が100％になったことは評価できる。継続するよう努めてほしい。
・シラバスを意識し、学校として中高６年間の系統性・一貫性のある授業となるよう取組んでもらいたい。
・今後も地域への発信を大切にしながら取り組んでほしい。
・地域の支援教育力（小中連携、校内連携）を向上させるための研修等をのぞむ。


[bookmark: _GoBack]３　本年度の取組内容及び自己評価
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	具体的な取組計画・内容
	評価指標（1）

	自己評価（進捗）

	１「コミュニケーション力」や「自ら考えて行動する力」を伸ばす
	（１）進路に関する教育の充実
ア 生徒の希望する進路実現のための実習の充実とアフターケアの充実。
イ キャリア教育の継続。
ウ 卒業生の講演による進路学習。
（２）学校行事や生徒会活動で、生徒が主体となって取り組む活動の充実。
（３）交流活動や共同学習、体験学習、放課後活動や余暇活動を推進し、社会参加のための教育の充実を図る。
	（１）ア 希望する進路実現のための体験実習や企業実習を充実する。進路先等への定着支援のアフターケアを充実させる。
イ　中学部・高等部のキャリア学習を、キャリア発達の視点で見直し、一貫した見通しの持てる指導に進めていく
ウ　身近な卒業生の体験を聞くことで、卒業後のイメージを持
ちやすくし、進路に対して主体的に取り組む姿勢を培う。
（２）ア 学校行事で役割分担をし、生徒の主体的活動を支援する。
イ 生徒会活動や委員会活動など、生徒が主体となって取り組む活動を活性化させる。
（３）ア 学校間交流や居住地校交流を継続する。
イ 放課後活動を継続するとともに、校外でのスポーツや文化的活動への参加を支援する。
	（１）ア 卒業時点で生徒が希望する進路実現100％　
卒業生のアフターケアを９月までに実施し、充実させる。
イ　中学部・高等部のキャリア学習の見通しが持てる一覧表の作成。全教員で共有し活用する。
（教80％　：H29　88％　H30　83％　R１ 74％）
ウ　卒業生による進路講座の継続
　終了後の生徒アンケートの充実度75％以上（R１　75％）
（２）ア 行事を通じて、生徒の自己肯定感を向上させたか。（2）

（生85％以上　H29　74％　H30　82％　R１ 89％）
イ 活動実績
（３）ア 居住地校交流では交流の意義を広げる。相手校管理職に交流の意義を伝える。（3）

学校間交流では、音楽以外の交流も試みる。（実績）
イ 活動実績（前年度以上）（R１ 46名）（1）

	ア．進路決定37／37（○）
イ．一覧表を作成できず。国事業を受け、キャリア教育強化PTを立ち上げて地域連携等の方向性を検討中。（△）
  教員肯定評価　：81.4％
　保護者肯定評価：79.8%
ウ．コロナの影響で進路講座は実施できなかったが、高等部で進路学習を13回実施。（○）
　教員向け研修を12/14実施。

	
	
	
	
	ア．生徒肯定評価：71.7％（△）
（＊ わからない・未記入：23.9%） 
イ．生徒会主体で生徒アンケート実施。昼の放送を実現させた。（○）

	
	
	
	
	ア．12/22 四條畷高校吹奏楽部と動画(演奏及び楽器・校内紹介⇔お礼)を使った交流を行った。（○）
居住地校交流は実施できず。（―）
イ．校外活動実施できず。（―）

	２　安全・安心のための校内体制の構築
	（１）生徒一人ひとりが自分の健康や身体に関心を持ち、健康を保持増進できるように支援する。


（２）校内の人権意識の向上。


（３）個人情報の適切な運用。


（４）危機管理意識の向上
防災体制の確立。
　　　　
	（１）安全・安心のための校内体制の構築
 ア 食物アレルギー対応にかかる研修を行う。
イ ヒヤリハット活用による事故防止に努め、施設設備の点検・管理による安全性を向上させる。
ウ 心と身体の学習（性に関する指導）の充実を図る。

（２）人権研修の実施及び人権感覚に関する日ごろからの理解啓発に努める。

（３）情報セキュリティーポリシーの遵守し、個人情報の適切な取り扱いに努め、見直しを継続する。

（４） 防犯や防災に対する見直しを引き続き行い、教職員の訓練等を通じて危機管理意識を向上させる。
	（１）ア　生徒の健康に関わる研修を１回以上行う（実績）
イ 設備の点検・管理による安全性の向上
（教65％　 H29　61%　H30　60％　R１　54％）
ウ 心と身体の学習を全ての学年で６時間以上行う。
系統立てた学習表の作成。（実績）

（２） 悉皆の校内人権研修を２回実施する。
学期に１回のチェックシートによる自己点検を行う。（2）


（３）引き続き適切な運用に努め、保護者の信頼を継続する。
（教91％以上　H29　80％　H30　R１　91％）（3）


（４） ア　マニュアルの見直しを12月までに行う。
　　　　イ　防犯や防災に関する訓練を、年２回行う。（1）
（4）

	ア．７・11月エピペン研修、12月「思春期の性」に関する研修を実施。（◎）
イ．ヒヤリハットの共有が充実（○）
（22件 ＊R１は７件）
教員肯定評価
・施設の点検・管理：58.7%
・ヒヤリハット報告：90.6%
ウ．高等部３学年で５～６時間実施だが、中では３時間の実施。
学習表の見直しはできず。（△）

	
	
	
	
	　８/27「道徳教育と授業の進め方」
　12/24「生徒の人権について」
  自己点検実施済み（○）

	
	
	
	
	　鍵付き保管庫を購入し、個人情報データの管理を徹底。（○）
　教員肯定評価　：88.0%
  保護者肯定評価：93.9%

	
	
	
	
	ア.大規模災害時初期対応マニュアルの更新を行った（○）
イ．火災訓練は学年ごとに実施
　学部ごとに不審者対応研修実施（○）

	３　教員の専門性の向上と指導力の向上
	（１）三つの力への理解を深める

（２）指導力及び専門性の向上
ア 全教員が授業改善や指導力の向上をめざす。
イ 初任者へのサポート体制の充実と、経験の少ない教員の授業力向上を継続して行う。
（３）ICT教育環境を充実させ、活用する。
（４）図書環境を整備する。

	（１）１学期に研修会を設け、学習指導要領が示す「資質・能力」と「三つの力」について理解を深める。
（２）学びを支援する教員の授業力と専門性の向上
ア　全教員が「主体的、対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業に取り組む。
イ 初任者へのチームでのサポート体制の充実。（教科指導、学年での指導、首席による指導、管理職による指導など）
　　
（３）ICT教育環境の整備・充実と活用
ア ICTまたは視覚支援を活用した授業の取組みを継続する。
イ ICT教育に関する環境整備を行う。
　　教室へのプロジェクターの設置、
（４）生徒の想像力を豊かにし、表現力を高める図書環境を整備する。
	（１）１学期に全体研修を２回実施する。
（２）（2）

ア 授業実践に取り組んだか。
　　公開研究授業を学部で２回以上行う。
イ 初任者や経験年数の少ない教員への教育支援ができたか。
（教65％　H29　69％　H30　68％　R１　59％）
（３）（3）

ア ICTまたは視覚支援を活用した授業を実施し、活用は有効であるか。（教80％以上　H30 75％　R１ 82％）
イ  ICT環境の整備。教室へのプロジェクターの設置やモニターの増台を進め、使いやすさを改善する。　（実績）（4）

（４）ア　図書コーナーの新書を増やす。
イ 移動式図書ラックを活用した読書啓発活動を行う。（1）

	学習指導要領に係る研修未実施（△）

	
	
	
	
	ア．管理職による授業見学後、放課後に生徒の主体的活動という視点で意見交換を行った。授業は公開できず。（△）
イ．管理職、首席により初任者２人の教育的支援・指導を実施。（△）
　教員肯定評価：56.0%

	
	
	
	
	ア．教員肯定評価　：77.4%
    保護者肯定評価：64.1% 
教員と保護者の評価にずれあり（△）
イ．ICT機器の増台は行えていない。ネット環境整備は公費で実施。（△）

	
	
	
	
	ア．図書コーナーに書架購入。（○）
イ．11/９～13読書週間実施。（○）

	４　開かれた学校づくり
センター的機能の発揮
	（１）校内支援体制と地域支援（センター的機能）を充実させる。


（２）学校情報の発信の充実。


（３）地域との連携
	（１）
ア　コーディネーターを中心にした校内体制の維持と、巡
回相談や講師派遣によるセンター的機能の充実。
イ　地域に向けて授業公開や校内研修の公開を行う。

（２） ホームページ等でタイムリーな学校情報を、地域や保護者に発信する。
（３）地域との交流を深め、地域での生徒の販売体験などの地域との交流の場を増やす。
	（１）
ア　依頼にすべて応じ、情報提供やケース会議を実施したか（教73％　H29　64％　H30　78％　R１　71％）
イ 　授業公開２回、公開研修２回を行う。
（２）HPのシステムの更新を行い、タイムリーで有用な情報発信を行う。（2）

（保65％　H29　31％　H30　63％　R１　61％）
（３）販売体験を継続し、地域での活動を広げる。（前年度以上の実績）（R１ ２回）（1）
（3）

	ア．臨時休業時期から四條畷市と連携し、定例Co会議やケース会議等地域支援を実施。（○）
　教員肯定評価　：81.4%
  保護者肯定評価：77.2%
イ．外部への公開は実施できず（△）

	
	
	
	
	　准校長ブログ９月から７回アップ
　保護者肯定評価：54.4% （△）
（わからない・未記入：29.9％）

	
	
	
	
	地域での販売活動は実施できず（△）

	５　学校組織づくり
	（１）効果的で機能的な学校運営組織
（２）通学区域割り変更への対応
（３）教員の働き方改革
	（１）主任会や学校経営会議をより活発に運営し、学校課題を
明確にして、迅速に取り組む。
（２）通学区域割変更の年次進行で、予想される課題を共有し、改善に取り組む。
（３）学校課題の整理や、会議・行事等の精選を通して教職員の業務効率化を図る。
	（１）教育活動や学校経営に関する考えの明確化
　　（教75％以上　R１　75％）
（２）検討会議を学期に１回以上行う。（2）

（３）労働安全衛生委員会を中心に、働き方改革につながるアンケートを新たに教職員に実施し、改善する。（実績による）（3）

	コロナ対応で、四條畷校ガイドライン作成。「コロナ禍を理由に諦めない」姿勢で教育活動・行事の実施方針を検討。（◎）
教員肯定評価
・准校長のリーダーシップ：84.0%
・教育理念学校経営の明示：93.3%

	
	
	
	
	検討会議未実施（△）

	
	
	
	
	アンケート未実施（△）
　教員肯定評価
　・意欲的に取組める環境：69.7%
  ・話ができる自由な雰囲気：69.4%



